
 

事 務 連 絡 

令和４年８月４日 

 

関係団体各位 

 

東京都総務局総合防災部長 

 

かながわ BA.5 対策強化宣言に係るご協力について（依頼） 

 

このことについて、別添のとおり神奈川県から依頼がありましたので、お知

らせいたします。 

貴団体におかれましては、関係者の皆様への周知等につきまして、よろしく

お取り計らいくださいますようお願い申し上げます。 



令和４年８月３日 

 

東京都総務局総合防災部危機管理調整担当部長 殿 

 

神奈川県くらし安全防災局防災部長 

神奈川県健康医療局医療危機対策本部室長 

 

かながわ BA.5 対策強化宣言に係るご協力について（依頼） 

 

平素より、本県の健康医療行政にご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

本県においては、国が新たに創設した、オミクロン株「BA.5対策強化地域」の指定

を受け、本日、令和４年８月２日から８月31日までの間「かながわBA.5対策強化宣言」

を行うことといたしました。 

これに伴い、事業者の皆様には、改めて、次の事項をお願いすることといたしまし

た。 

〇 人が集まる場面では、適切な換気や入場者の整理・誘導、マスク着用などの感 

染対策の徹底をお願いいたします。 

〇 従業員の感染が疑われる場合は、まず、「自主療養届出制度」の活用を促してい 

ただくようお願いいたします。また、この制度による届出を受けた場合は、確定

診断のために医療機関へ行くことを求めず、休暇を認めてくださるようお願いい

たします。 

 

本県においては、東京都内の企業等に就業している県民も多く、陽性となった県民

から「自主療養届」が提出される可能性もあります。 

つきましては、御多忙のところ恐縮ですが、貴都下の企業・関係団体への周知につ

いてご協力くださいますようお願いします。 

 

その他別添「第64回新型コロナウイルス感染症神奈川県対策本部会議資料（抜粋）」

のとおりお願いさせていただきます。 

 

引き続き、ご理解、ご協力をお願いいたします。 

 

別添 

１ 知事メッセージ 
２ 「第 64 回新型コロナウイルス感染症神奈川県対策本部会議資料（抜粋）」 
３ 自主療養届出書フォーマット 

問合せ先 

 危機管理防災課 調整グループ 

 電話 045-210-3465 

医療危機対策本部室 自宅療養グループ 

 電話 045-285-0751 



知事メッセージ 

 
第 7 波とも言われる、新型コロナウイルスの感染拡大が続いています。 
本県も、連日、1 万人を超える新規感染者が発生し、診療を求める多 

くの方で医療機関の発熱外来が大変混み合っています。 
 また、病床も中等症の病床使用率が 80％を超え、「医療のひっ迫」が 
現実のものとなっており、病床や人員といった医療資源を、重症化リス 
クの高い方に「重点化していく」ことが必要となっています。 
 加えて、一人ひとりの感染防止対策の徹底により、新規感染者の減少 
を図ることが重要です。 
 そこで、県は、国が新たに創設した、オミクロン株「BA.5（ビーエー 
ファイブ）対策強化地域」の指定を受け、総力を挙げた取組を行うため、 
本日、「かながわ BA.5 対策強化宣言」を行うこととしました。 
 宣言に伴い、県民や事業者の皆さんには、改めて、次の事項をお願い 
します。 
 
（基本的感染防止対策の徹底） 

〇 これからお盆で移動も多い時期を迎えますが、あらためて、適切な

マスクの着用や効果的な換気、いわゆる三密の回避といった「Ｍ・Ａ・

Ｓ・Ｋ」による取組、会食は少人数で短時間、「マスク飲食」の実践な

ど、基本的感染防止対策を実践し、「一人ひとりが徹底用心」をお願い

します。 
〇 また、高齢者や基礎疾患がある方など、重症化リスクの高い方を感

染から守るために、ご本人や同居家族の方は家庭内でもマスクを着用

するなど、「うつさない、うつらない」行動をお願いします。 
〇 さらに、ワクチンは感染予防や重症化予防に効果があることが示さ

れています。若い方は３回目接種を、高齢者など条件を満たした方は

４回目接種を、ぜひ積極的にご検討ください。 
（自主療養届出制度の活用） 

〇 のどの痛みなど、感染が疑われる場合、重症化リスクが高い方を除

き、抗原検査キット等のセルフテストで感染を確認し、県への届出に

よって医療機関を受診することなく自主的に療養する「自主療養／届

出制度」の活用を第一にご検討下さい。 
○ 既に多い日では 1 日４千人近い方々から自主療養の届出をいただい

ています。症状が悪化した場合は「コロナ 119」に相談でき、また療

養後の保険請求も可能です。医療のひっ迫を防ぐため、より多くの皆

さんにご活用いただきますよう、改めて、強くお願いします。 
〇 また、感染時に「自主療養／届出制度」が活用できるよう、日頃か



ら、抗原検査キットや食料品、解熱剤等の備蓄に努めてください。 
 
〇 事業者の皆さんは、従業員の感染が疑われる場合は、まず、「自主療

養／届出制度」の活用を促していただくようお願いします。また、こ

の制度による届出を受けた場合は、確定診断のために医療機関へ行く

ことを求めず、休暇を認めてください。 
 
 県は「地域医療全体でコロナに対応する」ことを目指し、これまでコ 
ロナ患者を受けてこなかった医療機関に少しでも外来や入院を受け入れ 
ていただくよう呼びかけを行うなど、関係団体とも連携し、医療提供体 
制を可能な限り強化します。 

同時に、全国に先駆けた本県の「自主療養／届出制度」について、セ 
ルフテストに必要な抗原検査キットの流通が安定するよう国等に働きか

けを行うほか、県内の医療機関や薬局、行政機関において、感染が疑わ

れ自主療養を希望する方に抗原検査キットを配布するなど、この制度を

多くの皆さんに活用いただき、限られた医療資源を重症化リスクの高い

方に重点化できるよう、全力を尽くします。 
 
全ての県民、事業者、医療機関など、皆さんの総力を挙げた「県民総

力戦」で、この難局を乗り切っていきたいと思いますので、引き続き、

ご理解、ご協力をおねがいします。 
 
 
令和 4 年 8 月 2 日  

                神奈川県知事 黒岩 祐治  



「BA.5対策強化宣言」を踏まえた

県の取組について

令和４年８月２日



1

BA.5対策に係る国の方針



2
（内閣官房資料より）



3

BA.5対策強化宣言の適用について

〇 本県の病床使用率は80％を超え、医療体制のひっ迫が
現実化。新規感染者の抑制と、医療資源のハイリスク者へ
の重点化が必須。

〇 「お盆」など、人の移動が活発になる時期を控え、国が新
たな制度を打ち出した、この機を捉え、速やかに宣言を行
い、県民一人ひとりの感染防止対策の再徹底、セルフ
チェックによる自主療養を促す、強いメッセージを発信する
意義は大きい。

かながわBA.5対策強化宣言の発出！



4

BA.5対策強化宣言の概要



5

かながわＢＡ．５対策強化宣言

適用期間 令和４年８月２日（火）～令和４年８月31日（水）



県民向け

８月２日（火）～ ８月３１日（水）

１ 一人ひとりが徹底用心

（１）県民への要請（法24条9項）
〇Ｍ・Ａ・Ｓ・Ｋなど基本的な感染防止対策の再徹底
・ 適切なマスクの着用、三密の回避、手洗い等の手指衛生、効果的な換気等
・ 会食の際は、短時間、少人数で、マスク飲食の実践

〇高齢者や基礎疾患がある方など重症化リスクの高い方を感染から守る対策の徹底
・ 高齢者や基礎疾患のある方や同居家族は家庭内でもマスク着用などの
「うつさない、うつらない」対策の実施

〇マスク飲食実施店の利用
（２）法によらない働きかけ
〇ワクチンの３回目接種、 ４回目接種の積極的な検討
○感染時の「自主療養届出制度」の活用に備えた抗原検査キットや食料等の備蓄

２ セルフテストと自主療養

○体調に異変を感じたら抗原検査キットによるセルフテスト（法によらない働きかけ）
○感染した場合はハイリスク者以外の方は「自主療養届出制度」を第一の選択肢に
（法によらない働きかけ）

かながわＢＡ．５対策強化宣言
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１ 協力要請（法第24条第９項）
〇短時間、少人数、マスク飲食などの感染防止対策の推奨
○飲食店等での感染対策の強化、特に換気とマスクの適切な着用・マスク飲食
〇業種別ガイドライン遵守

２ 法によらない働きかけ
〇マスク飲食実施店認証制度の取組の継続

飲食店等

大規模
集客施設等

事

業

者

向

け

協力要請（法第24条第９項）
〇人が集まる場所での感染対策の徹底
・従業員への検査の勧奨 ・適切な換気 ・手指消毒設備の設置
・入場者の整理・誘導 ・発熱者等の入場禁止
・入場者へのマスクの着用等の周知

〇業種別ガイドライン遵守

かながわＢＡ．５対策強化宣言
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８月２日（火）～ ８月３１日（水）



〇次の人数上限を遵守（法第24条第９項）

〇感染防止対策の徹底（法第24条第９項）

〇業種別ガイドライン遵守（法第24条第９項）

イベント

事

業

者

向

け

かながわＢＡ．５対策強化宣言
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大声
※１

区分
・安全計画策定
・チェックリスト公表

5,000人以下
の施設

5,000人超～
10,000人以下の

施設

10,000人超の
施設

あり チェックリスト公表 収容定員の半分まで可

なし

チェックリスト公表
（安全計画なし）

収容定員
まで可

5,000人まで可
収容定員の
半分まで可

安全計画策定
※２

収容定員まで可

※１ 大声の定義「観客等が、通常よりも大きな声量で、反復・継続的に声を発すること」
※２ ・安全計画を策定しない場合は、チェックリストの公表が必要

・安全計画の策定は、「大声なし」の担保が前提

８月２日（火）～ ８月３１日（水）



その他①
【事業者全般に対して①】

〇 職場における感染防止のための取組（テレビ会議の活用等）（働きかけ）

〇 在宅勤務（テレワーク）等の推進（働きかけ）

〇 業種別ガイドライン遵守（法第24条第９項）

〇 従業員や児童生徒等から「自主療養届出制度」の届出を受けた場合、証明のための医療機関

の受診を求めず、休暇を認める。（働きかけ）

【事業者全般に対して②】
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その他②

○ 高齢者施設における入所者・従事者のワクチン4回目接種の促進（働きかけ）

〇 高齢者施設の入所者・従事者や保育士・教職員等の体調異変時のセルフテストの推進（法第24条第９項）

○ 高齢者施設や学校・保育所等における抗原検査キットの備蓄促進（働きかけ）

〇 高齢者施設での基本的感染対策に配慮した面会の推進（法第24条第９項）

〇 学校での部活動や課外授業等における感染リスクの高い活動に関する工夫（法第24条第９項） 等

【高齢者施設、学校・保育所等の感染対策強化】

10



その他県の取組

11

１．病床のひっ迫回避に向けた対応
〇 病床確保フェーズの適切な運用
〇 コロナ入院対応を行ってこなかった病院の病床確保の協力の働きかけ
〇 コロナ患者の外来を受け入れてこなかった医療機関の発熱等外来患者の受入協力

２．発熱外来のひっ迫回避に向けた対応
〇 自主療養届出制度の更なる活用
〇 事業者に対し、従業員や児童生徒等から「自主療養届出制度」の届出を受けた場合、証明の
ための医療機関の受診を求めず、休暇を認めるよう働きかけ

３．自主療養届出制度を活用しても、保険金請求が可能であることを周知
４．コロナ119番の運用体制充実
５．抗原検査キットの配布体制の構築
６．ワクチンの３回目接種、４回目接種の推進

〇 感染症対策の基準となるレベルは２を継続し、社会経済活動との両立の観点から
「かながわ旅割」事業は当面継続

【病床、診療・検査医療機関のひっ迫回避に向けた対応】

【かながわ旅割】



自 主 療 養 届
新型コロナウイルス感染症

氏名 神奈川 太郎

生年月日 ○○○○年 ○月 ○日

住所 ○○市 ○○ ○○-○○

メールアドレス ○○○○○○@○○.○○

発症日 令和○○年〇月〇日

出勤・登校等
可能予定日

（目安）（※）
令和○○年〇月〇日

発行日 令和○○ 年 ○ 月 ○ 日

発行：神奈川県健康医療局

私は、自ら検査を行い新型コロナウイルス感染症に感染して
いることを確認したため、「自主療養届出システム」を利用して
神奈川県に対し自主療養を始めたことを届け出ました。

○ 届出者の情報

神奈川県
「自主療養届出システム」

（有効期限は発行日から１か月です）

第2.2版

出勤・登校等可能予定日については
左の二次元バーコードから県のHPをご参照ください。

（※）

自主療養届管理番号:○○○○○
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